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過 しま した。この間、先号のIMRニ ュース に
も表明 しま したよ うに、就 任時 に掲げ ま し
た 目標 に向か って、まず 金研 の人事選 考組
織 、運営 体制 の改変 に取 り組ん で参 りま し









髄 欝 脚 導入も実緻 しました・学際科学研究センタ
磁纛 鰯潔灘鷹 篇矣籀





































●所長・教授 井 上 明 久















































本 合 金 は 、室 温 引 張 試 験 に お け る 降 伏 強 度
(O.2%耐 力)が610Mpa、 伸 び が5%で あ り、従
来のマグネシウム合金の特性を凌駕している。
特に、その降伏強度は、従来の2,5倍 にも達 し、
アルミニ ウム合金 と比較 した場合、超ジュラ









































現在の磁性材料は、ナノメー トルからさらに原子 レベルでの微小構造を人工的に制御す る
ことによって、新 しい機能性を発現 させることが重要 にな っています。私たちの研究室では、
そのよ うな観点から、大きく分けて2つ の研究テーマに取 り組んでいます。



































が絶縁体マ トリックス(例 えばA1酸 化物な ど)中 に分散した構
造 をさし、スパ ッタ法 を利用
して作製することができます。
グラニュラー構造薄膜 の電気
伝 導は、微粒子間の電子 の ト
ンネル効果 によって生 じ、こ
の トンネル確率が微粒子の磁











態(単 一電子 トンネル)に 興味を持ち、微細加工技術を用いて微















を積極的に利用 したエ レク トロニクス(ス ピンエレク トロニク














が用いられていますが、800℃ 以上でなければ動 作 しません。





の特性を大きく左右 します。従来か ら使われているPt電 極は、
単水素特性や疲労特性に大きな問題があることか ら、私たちは、
















あ り、そのための材料 としてCVDSiCの 研究も行っています。
ロケッ ト先端部(ノ ーズコー ン)は、C/Cコ ンポジッ トをCVD
siCで 被覆 した ものを使用することが計画されていますが、先
端部は1700℃ 付近の超高温 に達 します。従来 この様な超高温
域でのCVDSiCの 酸化挙動はわかっていませんでした。私た
ち は 、1700℃ 以 上
の02、CO2、H20な
ど 各 種 雰 囲 気 で の
CVDSic酸 化 機
構 を 解 明 す る こ と
に 成 功 し 、CVD
Sicを 用 い た 耐 熱
コ ー テ ィ ン グ シ ス
テ ム の 確 立 に 努 力














3月2日 の共 同利用委員会で平成13年 度共同利用研究 申請書が審議 され、材料関連研究で39件(新 規2件)お よび燃料関
連研究で26件(新 規2件)、 合計65件 採択 されました。採択件数は過去数年来70件 前後 となっています。
大洗施設での採択 の手川頁は、他の金研 の施設やセ ンターと
は大きく異なる点があ ります。原研の材料試験 炉(JMTR)を
利用 した照射 を行 うので、照射計画については前年度の8月
に共同利用者か ら原案 の提 出、9月の照射研究会 でそ の詳細
発表および討論 を行 い、採択委員会で照射大綱 の決定、さらに
は大洗施設 とJMTRの 詳細打ち合わせ を経て、具体的な照射
計画を策定 し、共 同利用の募集 にかける という手順になって
います。なお、募集か ら採択 までの手順は他 とほぼ 同様です。
このように、当施設 の共同利用 の採択 にお いては募集前の
照射計画の策定が非常に重要な部分 を占めています。
この研究会は、文部科学省科学研究費特定領域研究(A)「 遷移金属酸化物にお





です。これらの系では軌道の自由度が、スピンと電荷 に続 く重要な因子として浮かびあがってきま した。こ
の遷移金属酸化物 において電荷 ドープやバン ド幅制御 によ り実現できる、新 しい電荷 ・スピン・軌道結合系
の量子現象の理解を目的とし、また新 しい物質の探索を理論 と実験の両側面から議論する場 として同研究
会は提供 しま した。
その中で も、重要と考えられるテーマを7つ ピックアップし、ミニシンポジウム形式 によるロ頭発表を設













光材料 ・光技術は次世代 マルチ メデイ ア構築 の鍵 をにぎる基盤技術で
あ り、ユーザー ・フレンドリーなマン・マシーン・システム構築に不可欠な、
可視か ら短波長領域 の光材 料・デバイス開発 が強 く望 まれて います。こ
のよ うな観点か ら、短波長光エ レクトロニクスにおける材料 ・デバイス技
術の最近 の進歩 と展望 を討 論するため に、ワークシ ョップ 「短波 長光 エ
レクトロニ クスの展開」を企画。ワー クショップは平成!3年2月16日 、17日
の両 日にわたって開催されました。
2月16日 は ワイドギ ャ ップII-VI族 化合物半導体、紫外 ワイ ドギャップ
半導体(酸化物 系、窒化物 系)の二 つのセッションが 開かれ、10件の講演発
表がなされ ました。2月17日 は前 日に引き続 いて紫外 ワイドギャップ半導
体(酸化物系、窒化物系)の セッションと、新 しい方向性(材 料、物性、エピタ
キシプロセス)と いう二 つのセッションが開かれ、7件の講演発表が行われ
ま した。参加者は延べ約70名 で企業か らの参加者 も多かったようです。
発表内容 をまとめると、II-VI族化合物半導体の導電制御技術開発をベ
ース として緑色帯域 の半導体 レーザ への展望が示 され ま した。また、ワ
イ ドギ ャップ半導体 を用 いた フォ トニ ック結晶の展望 と、酸化物 系、窒
化物 系ワイ ドギ ャ ッ
プ 半導 体 にお ける価
電子制御、極性制御 の
展望 が 述べ られ ま し
た。さ らに、高 品質ダ
イヤ モ ン ド膜 成 長が
報告 された後、新 しい
材料 探索 法 コ ンビナ
トリアル 法 の展望 が
示 され ました。
孑 一 昌1-≡.==
川崎 雅司 教授4/1付 東京工業大総合理工学研究科か ら昇任
長尾 忠昭 助教授4/1付 東京大学大学院理学研究科から昇任(櫻井研)
ヤンアルビンマルティネク助手4/1付 採用(前川研〉
ジェルツイトマスサドウスキー助手4/1付 採用(櫻井研〉
チャン ジホ 助手4/1付 採用(八百研)
ゴ ジョンミン 助手4/1付 採用(福 田研)
木村 禎一 助手4/1付 採用(後藤研)
ザァン ザンエン 助手4/互 付 採用(我妻研)
醯 一
四竃 樹男 教授4/1付 助教授から昇任
渡邉 和雄 教授4/1付 助教授から昇任
余 京智 助教授4/1付 講師か ら昇任(川添研)
三谷 馘司 助教授4/1付 助手か ら昇任(高梨研)
ず=二 ・冥`
野尻 浩之 助教授4/1付 岡山大学理学部教授へ
海 田 博司 助手4/1付 国立極地研究所助手へ
平 井 敏雄 教授3/31付 停年退職
深 瀬 哲郎 教授3/31付 停年退職
陳 立東 助教授3/31付 任期溝了退職
ケーワンエスファルジャー二助綴3/31付 辞 職
中山 幸仁 譜師3/31付 辞 職
薛 其坤 助手3/31付 辞 職
寤 新峰 助手3/31付 辞 職
沈 強 助手3/31付 辞 職
劉 軍政 助手3/31付 辞 職
呉 克輝 助手3/31付 辞 職
沈 正七 助手3/31付 辞 職
庄 子 勉 助手3/31付 辞 職
渡 辺 貞夫 助手3/31付 辞 職
戸澤 浩一 助手3/31付 辞 職
佐簾 勇 助手3/31付 辞 職
今野 栄行 助手3/31付 辞 職
竹 内 正邦 助手3/31付 辞 職
罷羅 剛 翫 灘 酬 藷 鏤 覊 覊覊`註
大野 かお る 教授4/1付 横浜国立大学工学部から(川添研)
酒井 明 教授4/1付 京都大学工学部附属メゾ材料研究センターカ、ら(櫻井研)
塙 隆夫 教授4/1付 独立行政法人物質・材料研究機構から(新素材)
マーチン ニクル 教授4/1付 チェコ科学アカデミー物理学研究所から(福田研)
ワン エンゲ 教授4/1付 中国科学院物理研究所から(櫻井碾)
松田 雅昌 助教授4/1付 日本原子力研究所先鶸基礎研究センターから(遠藤研)
「神秘 な無理数 、美 の秘密」と 中
世の数学者 に崇 め られた"黄 金 比
(=(1+V厂5)/2)"は 、古代ギ リシャの
時代か ら彫刻、建築、工芸品 に広 く
用 い られて きた。その黄金比は、正
5角 形 の対角線 と辺 の比がそ うで
ある よ うに、正5角 形や 正20面 体
の色 々な所 に関係 して いる。しか
し、現在の 固体物 理の基 礎 とな っ
て いる結晶(周 期構造)に は正5角




















自然科学 ・社会 科 学 ・人 文科 学 引用文 献デ ー タベー ス1「WebofScience"本 稼 動 に 向けて
の トライ アル を全学 で実 施 して お りますの で ご案 内 いた します。
このデ ータベ ー スは、論文 の主 題検索 に加 え て、論文 間 の 引用関係 を検 索 で きる と ころ
に大 きな特徴 が あ ります 。
例 えば、誰が あな た の研 究 を 引用 して いるか、あな た の研究 が新 しい研 究 に どんな影 響
を もた らして いるか、先行 研 究 を もとに どうい った研 究 が進行 し、新 た な方 向性 が現れ つ
つ あるか を調 べ られ ます 。また、同 じ研究 をす る研 究者 の著 作 をた どった り、国 内外 に関
わ らず 競合の研 究者 が参 考 にす る情 報源 をつ きとめ た りな ど、そ の用途 は様 々です 。
トライアル期 間は過 去 にさか のぼって全データが検 索 可能ですので、ぜ ひ ご活用 ください。
◆ デ ー タ内 容(以 下 の3つ の デ ー タベ ース か ら成 り、そ れぞ れ個 別 に、あ る いは 組 み合 わ
せて検 索 で きます。)
・SCI(ScienceCitationIndex):6 ,000誌 以 上収 録(1945年 ～)。毎 週18300レ コー ドが
追 加更新 され ます 。
●SSCI(SocialScienceCitationIndex)=1,735誌 以 上収 録(1956年 ～)。 毎週2 ,700レ
コー ドが 追加 更新 され ます 。
●A&H(Arts&HumanitiesCitationIndex):!,140誌 以上 収録(1975年 ～)。 毎週
2,200レ コー ドが追 加 更新 され ます。
トラ イ ア ル 中 のURLは 、下 記 の と お りで す 。
http=//www.library.tohoku.ac.jp/info/webofscience.htmI
金 研 図 書 の ホ ー ム ペ ー ジ(http://library.imr.tohoku.ac.jp/)か ら も ア ク セ
ス で き ま す 。
21世 紀最 初 の年 度 が始 ま り、気 持 ち を
新た に して研 究所 の活 性化 を進 め る運営
に努 力 して お りま す。この 冊 子 の1ペ ー
ジ 目 に掲載 され て い る、所 長 の所 信 表 明
に も あ り ます よ うに、教授 会 は 教官 の評
価 制 度 、任 期 制 度や 人 事選 考 法 の一 連 の
見 直 しな ど の所 長 提 案 を承 認 し、4月 よ
り導入 す る こ とにな りま した。
この結 果 、金 研 が 世 界のCOEと して、
一 層競 争 力の 強 い研 究所 をめざ す礎 がで
きた と思 われ ます。
また 、懸 案 で あ った テニ ス コー ト改 修
が行 わ れ、人 工 芝 の快 適な コー トにな り
ま した。4月7日 に井 上所 長 と伊 達運 営 協
議 会委 員長 の出 席 の下 、コー ト開 き を行
耀 撫 長)惚 ノ
野口青山学院大教授(前 東大先端研 教授)が 書
かれた、国立大学の閉鎖性 を嘆 く日経新聞の記
事に、深 く共鳴しまた。なかでも、「広報」活動 の
お粗末さに対す る指摘 は、私には特に印象深 い
ものでした。アメリカの大学 にしろ、日本の有 力
な私立大学 に しろ、「広報」活動は優秀な学生 を
募集する不可 欠の手段 でもあって、相当進んで
いるようです。しか し、日本の国立大学は概 して
広 報活動に関心が薄 く、教官 がボ ランテ ィアで
行 っているのが現 状であ り、もはや この レベル
では無い と書かれていま した。「広報 室」に専従
の教官や職員が配備され、常 時金研 の情報が発
信され る時がそこまで迫っている と考 えている
のは、私一・人ではなかった、との思いを深めま し
た。とは いえ、そのための解決策はまだ思 い浮か
び ません。 広報室 ・室長 遠藤康夫
、■'
東北大学金属材料研究所
発行 日:2001.No35平 成13年5月 発 行
編 集 東 北 大 学金 属材 料研 究 所 広報 室
〒980-8577仙 台市 青葉 区 片平2-1-1
TELO22-2]5-2]44
pro-adm@imr.tohoku.ac.ac.jp
http:〃www.imrtohoku.acjp
